
　平成25年11月21日㈭午後 1時30分より、女性部
会主催第 8回まちづくり勉強会を開催しました。
今回は研修テーマを『災害が起こったとき、あな
たが支援できること～東日本大震災から学ぶ～』
として、災害時の自助・共助を目的としました。
宅建協会会員と一般市民を含め約50名のご参加と
なりました。
　田中純子女性部会長の挨拶にはじまり、続いて
出口徳島宅建会長にご挨拶をいただきました。徳
島県からは危機管理部南海地震防災課課長 武岡
正雄様、県土整備部住宅課課長 松井康治様、県
土整備部住宅課建築指導室室長 松田稔様を来賓
としてお迎えし、代表して武岡様にご挨拶をいた
だきました。

　講師には日本赤十字社徳島県支部事業推進課課
長　板東志昌様をお招きしました。

　前半は、東日本大震災における被害状況から、
避難所の巡回診療での心のケア、必需品の話、ボ
ランティア活動の心得など、分りやすくご説明い
ただき一同熱心に聴き入りました。
　後半は、実技講習へ移行し、まず炊き出し用炊
飯袋ハイゼックスにお米、水を入れる作業を参加
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者全員が行いました。
　そして、宅建協会駐車場に用意しました非常用
炊飯釜でお米を炊きあげる間、タオルケットをガ
ウンにして体温低下を防ぐ方法や少量のお湯とタ
オルを使ってのホットタオルの作り方と効率的な
体の拭き方など、参加者がモデルとなり身近なも
のから知恵と工夫で支援ができる方法を学びまし
た。
　今回の研修では来賓の皆様も参加され実技を受
講したのですが、日赤徳島県支部、徳島県、宅建

協会女性部会が協調しての熱気溢れる研修会とな
りました。
　また、閉会時に「2013年フィリピン台風災害救
援金の御協力をお願いしたところ、会場内の皆様
から24,100円もの募金が集まりましたので、板東
講師にお預けし、後日領収書をいただきました。
皆様のご協力にあらためて御礼申し上げます。
　最後に、今回の研修は、発災時には板東講師の
『人間を救うのは人間』との言葉が深く心に刻み
こまれるものであったことをご報告いたします。

少ない水で
ご飯を炊く

こうすれば暖かい

（15）


